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筑後川で掘削されたコアにみられる洪水堆積物の特徴
Characteristic of flood deposits in the Chikugo-gawa River, Kyusyu, West Japan
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洪水による堆積作用は，内湾河口域周辺の底質環境や地形発達にとって重要な役割を果たしていると考えられる．し
かしながら，現世洪水堆積物の研究は氾濫原等の堆積物を対象としたものが大半で，河道域の堆積物でその特徴を詳細
に論じた例はあまりみられない．ここでは，洪水時の河道における堆積様式を明らかにするため，筑後川の河床で得ら
れたコアの堆積学的解析をおこなった．
　本研究では，有明海に面した筑後川河口域で採取されたコアを使用した．コアの採取は洪水前後の 2回おこなわれ，

洪水前と洪水後の堆積物を比較検討した．1回の洪水で堆積した堆積物を識別できるかを検討するため，半割されたコア
の表面を詳細に観察し，その後粒度分析と帯磁率測定をおこなった．その結果，筑後川河口域では，洪水前後で表層 10
数 cm程度の堆積物が入れ替わっていることが分かった．
　発表では，河口域の河道に堆積した洪水堆積物の特徴について，観察，解析結果を報告し議論，考察をおこないたい．
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